




















には自店の同住所に源六店を「出店」として開業させ、享保六年、二代目は『官刻六諭衍義』の御用 勤める もに、源六は江戸本屋仲間の結成を奉行に願い出、享保十二年の南組の独立 際して 中絶していた「出店」表示を復活させる。　
二代目西村市郎右衛門が江戸の本屋業界に及ぼした影響は、江戸本




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 元禄八年三月以来の住所については、京都であるこ 以外は未詳。当初 「手洗水町」 あった可能性もあ
（
10）　







































 前門六左衛門は未詳。前川六左衛門の誤りならば、奥村喜兵衛ともに寛保・延享期頃が活動の上限となろう 当該書の刊否は未詳ながら、 『広駅道中記
　
享和新版／改正増補』 （内題「東街
道中重宝記」 ） 「享和第二稔壬戌春三月発行／江戸書林／日本橋平松町／奥村喜兵衛／同通三丁目／前川六左衛門／仝版（二店に跨る） 」なる書は確認できる。 「金沢江戸道中案内」 刊 は「前川六左衛門」 「享和二年」の誤りである可能性があるが、いずれにせよ「享保二年」の刊年は疑わしい。
（
13）　
 拙稿 「月尋堂の有職故実書 『官職田舎辨疑』 ―翻刻と解題―」 （ 『京都府立大学学術報告
　
人文』
65号、平
25・
12） 。
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
五二
（二〇一六年十月三日受理）

（ふじわら
　
ひでき
　
文学部日本・中国文学科教授）

本研究はＪＳＰＳ科研費２６３７０２４２の助成を受けたものです。
二代目西村市郎右衛門の出版活動
五三
